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　１月１６日、湯の丸スキー場で田中小学校４～６

年生のスキー教室が行われました。

　４年生にとっては初めてのスキー教室でしたが、

インストラクターの指導で、児童たちは見る見る

上達していました。

うまくすべれる
　ようになったよ



2（２００９年２月）

　

今
月
は
青
少
年
に
有
害
な
社
会
環
境
を

浄
化
す
る
全
国
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月

間
で
す
。

　

情
報
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
青
少
年

を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
、
便
利
な
半
面
、

多
く
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
青

少
年
が
安
心
し
て
成
長
で
き
る
地
域
社
会

を
つ
く
る
た
め
に
、
地
域
ぐ
る
み
で
社
会

環
境
を
整
備
し
ま
し
ょ
う
。

 
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

　
　

教
育
の
推
進

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・

　

ケ
ー
タ
イ
の
ト
ラ
ブ
ル
！

　

安
全
の
た
め
に
持
た
せ
て
い
た
携
帯
電

話
、
学
習
の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
、
連
日
の
よ
う
に

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
学
校
裏

サ
イ
ト
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
の
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
タ
イ
に
関
係
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。

　

安
全
な
使
い
方
を
知
ら
な
い
、
教
え
て

も
ら
わ
な
い
ま
ま
利
用
し
た
こ
と
で
、
個

人
情
報
の
流
出
、
詐
欺
、
暴
力
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
が
恐
ろ
し
い
犯
罪
に
巻
き
込
ま

れ
る
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

 
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を

　
　
　
　
　

身
に
つ
け
る
！

　

携
帯
電
話
の
所
持
率
の
増
加
、
利
用
年

齢
の
低
年
齢
化
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ケ
ー
タ
イ
の
裏
側
に
潜

む
魔
の
手
に
む
し
ば
ま
れ
る
機
会
が
増
大

し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
を
加
害
者
・

被
害
者
に
し
な
い
た
め
に
は
、
家
庭
・
学

校
・
地
域
全
体
で
、
大
人
も
子
ど
も
も
メ

デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

市
で
は
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
を
更
に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

※
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
と
は
、
新
聞
・

テ
レ
ビ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
、
情
報

を
読
み
解
き
、
適
切
に
活
用
す
る
力

「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

　
　
　
　
　
　

ケ
ー
タ
イ
」

　

啓
発
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

　

市
で
は
文
部
科
学
省
が
作
成
し
た
啓
発

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
学
校
向
け
に
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
は
、
メ
ー
ル
で
の
ト
ラ
ブ

ル
、
架
空
請
求
、
個
人
情
報
の
流
出
、
学

校
裏
サ
イ
ト
な
ど
を
ド
ラ
マ
仕
立
て
で
分

か
り
や
す
く
構
成
し
て
い
ま
す
。
保
護

者
・
育
成
会
な
ど
、
育
成
団
体
へ
の
貸
し

出
し
も
で
き
ま
す
の
で
、
研
修
等
に
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

 
地
域
ぐ
る
み
で
サ
ポ
ー
ト
！

 　

青
少
年
を
取
り
巻
く
環
境
整
備



3 （２００９年２月）

とうみ

 
安
心
・
安
全

　

通
学
路
の
見
守
り
活
動

　

子
ど
も
た
ち
が
事
件
・
事
故
に
遭
わ
な

い
よ
う
に
、
市
内
で
は
、
多
く
の
方
々
が

子
ど
も
た
ち
の
通
学
路
を
見
守
っ
て
い
ま

す
。

　

各
学
校
の
見
守
隊
の
皆
さ
ん
が
、
学
校

ご
と
に
、
危
険
な
交
差
点
、
ひ
と
け
の
無

い
地
下
道
な
ど
に
立
ち
見
守
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
も
、「
青
少
年
補
導
委
員
会
」

「
少
年
警
察
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」「
防
犯
女
性

部
」「
更
生
保
護
女
性
会
」
な
ど
で
も
車
等

で
巡
視
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

 
心
配
な
の
は
下
校
時
！

　

下
校
時
刻
は
学
年
に
よ
り
ま
ち
ま
ち
で

す
。
大
通
り
か
ら
中
道
に
入
り
、
ひ
と
け

の
無
い
道
を
ひ
と
り
で
帰
る
子
も
い
ま
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
配
り

が
、
通
学
路
の
安
全
を
守
り
ま
す
。
通

勤
・
散
歩
な
ど
の
時
に
、
是
非
通
学
路
を

見
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
安
心
・
安
全

　

通
学
路
マ
ッ
プ
の
配
布

　

現
在
、
市
で
は
、
市
内
5
小
学
校
・
２

中
学
校
の
通
学
路
マ
ッ
プ
を
作
成
中
で
す
。

マ
ッ
プ
に
は
、
危
険
箇
所
、
子
ど
も
を
守

る
安
心
の
家
、
青
少
年
健
全
育
成
協
力
店

の
場
所
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
家
庭
及
び
地
域
へ
全
戸
配

布
す
る
予
定
で
す
。
是
非
、
見
守
り
活
動

に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

 
山
田
進
さ
ん　

青
少
年
育
成

 　
　

県
民
会
議
会
長
表
彰
受
賞

　

去
る　

月
8
日
飯
山
市
で
開
催
さ
れ
た

１１

長
野
県
青
少
年
健
全
育
成
県
民
大
会
に
お

い
て
、
市
内
で
長
く
青
少
年
の
育
成
活
動

を
行
っ

て
い
る

山
田
進

さ
ん（
東

深
井
）

が
、
県

民
会
議

会
長
表

彰
を
受

賞
し
ま

し
た
。

 
友
遊
ク
ラ
ブ
指
導
者
募
集

　

友
遊
ク
ラ
ブ
は
、
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、

も
の
づ
く
り
や
自
然
体
験
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
体
験
活
動
を
楽
し
む
遊
び
の
ク
ラ
ブ

で
す
。
小
学
校
区
ご
と
に
月
1
回
、
開
催

さ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ブ
で
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。
特
別
な
資
格
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。
子
ど

も
を
好
き
な
方
、
子
ど

も
と
い
っ
し
ょ
に
活
動

し
た
い
方
、
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先　

　

生
涯
学
習
課
青
少
年
係
（
中
央
公
民
館
内
）

　

�　

－

５
８
８
５

６４

 
有
害
環
境

　

N
O
運
動
の
推
進

　

市
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
有
害
自
販
機

の
台
数
は
現
在　

台
で
す
が
、
青
少
年
の

１３

立
ち
寄
り
は
依
然
目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
販
機
は
無
人
で
販
売
、
購
入
で
き
る
た

め
、
わ
い
せ
つ
図
画
の
D
V
D
が
販
売
さ

れ
る
事
例
も
発
生
し
ま
し
た
。
有
害
自
販

機
の
完
全
撤
去
に
向
け
て
、
地
域
の
皆
様

の
更
な
る
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

新
年
総
会
等
、
各
区
の
会
議
の
中
で
、

「
有
害
環
境
N
O
宣
言
」
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
県
民
運
動
の
一
環
で

も
あ
り
、
毎
年
行
う
も
の
で
す
。
宣
言
後

は
事
務
局
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

講演会のお知らせ
　青少年育成市民会議では全国青少年健全育成強調月
間に合わせ、講演会を開催します。講師は「私が一番
受けたいココロの授業」の著者、比田井和孝氏です。
子育て中の保護者の皆さん、子どもの育成に関わる地
域の皆さん、どなたでもお聞きになれます。お誘い合
わせの上、お出かけください。

■演題　「すべては子どもたちの幸せのために」

　　　　　■講師　上田情報ビジネス専門学校講師
　　　　　　　　　　　　　　　比田井　和孝 氏

　　　　　■期日　2月19日 （木）午後7時～8時30分

　　　　　■場所　中央公民館　講堂

▲滋野小学校で作成した通学路マップ
▲会長表彰を受賞した山田さん（写真右）
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月　

日
、
福
井
県
立
武
道
館

１２

２３

で
第
４
回
北
信
越
小
学
校
柔
道
錬

成
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
大
会
は
北
信
越
地
域
の
強
化
指

定
選
手
（
５
、
６
年
生
）
の
み
が

出
場
で
き
る
大
会
で
す
。
当
市
か

ら
は
、
男
子
軽
量
級
（　
 
㎏ 
以
下
）

４０

に
小
林
耀
平
君
（
祢
津
小
５
年
）

と
羽
柴
敦
樹
君
（
滋
野
小
５
年
）

が
、
男
子
重
量
級
（　

㎏ 
超
）
に

５０

鷹
野
仁
君
（
田
中
小
６
年
）
が
出

場
し
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
小
林

耀
平
君
は
決
勝
戦
ま
で
勝
ち
進
み
、

福
井
県
の
選
手
を
圧
倒
し
、
見
事

優
勝
し
ま
し
た
。

　

信
州
御
牧
太
鼓
保
存
会
で
は
、

 （
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成

に
よ
り
、
一
尺
四
寸
の
長
胴
太
鼓

２
台
、
桶
胴
太
鼓
２
台
の
購
入
と
、

既
存
の
太
鼓
の
革
の
張
り
替
え
を

行
い
ま
し
た
。

　

同
保
存
会
は
市
民
祭
り
や
火
の

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
で

の
演
奏
の
ほ
か
、
二
年
参
り
で
に

ぎ
わ
う
八
重
原
諏
訪
神
社
で
の
打

ち
納
め
と
打
ち
初
め
な
ど
年
間　
２０

回
ほ
ど
公
演
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
・
高
校
生
に
も
太

鼓
の
指
導
を
行
う
な
ど
積
極
的
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
昨
年
も
松
林

輝
親
君
（
当
時
田
中
小
６
年
）
が

中
量
級
（　

㎏ 
以
下
）
で
優
勝
し

５０

て
お
り
、
当
市
の
選
手
が
２
年
連

続
で
大
活
躍
し
ま
し
た
。

北信越小学校柔道錬成大会で
小林耀平君 （祢津小）優勝

信州御牧太鼓保存会が
太鼓を整備

　

世
界
的
な
経
済
状
況
の
悪
化
に

よ
り
、
東
御
市
で
は
独
自
に
市
内

事
業
者
へ
の
経
済
支
援
や
、
離
職

さ
れ
た
市
民
の
雇
用
対
策
及
び
失

業
等
に
よ
り
生
活
が
著
し
く
苦
し

く
な
っ
た
皆
様
に
対
す
る
生
活
支

援
を
進
め
る
た
め
、　

月　

日
に

１２

２５

緊
急
不
況
雇
用
対
策
本
部
を
設
置

し
ま
し
た
。

 
緊
急
不
況
雇
用
対
策

 　
 
相
談
窓
口
の
開
設

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
市
役

１２

２７

３０

所
１
階
に
、
経
済
対
策
、

雇
用
対
策
、
生
活
対
策
に

つ
い
て
年
末
相
談
窓
口
を

開
設
し
、
雇
用
や
住
宅
に

関
す
る
こ
と
な
ど
３
件
の

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　

年
末
に
設
置
し
た
相
談

窓
口
で
は
引
き
続
き
、
以

下
の
と
お
り
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

 
今
後
の
対
策

　

従
来
か
ら
の
諸
施
策
を
踏
ま
え

て
、
そ
の
拡
大
や
新
し
い
対
策
を

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
具
体
的
な
施
策
に

つ
い
て
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

担当窓口

電話番号相　談　窓　口相　談　内　容

64－5895商工観光課商工労政係融資等の資金援助策経済対策

64－5895商工観光課商工労政係労働相談雇用対策

64－5882建設課管理係住宅相談生活対策

64－8888福祉課福祉援護係生活困窮者に対する相談

62－4455東御市社会福祉協議会生活資金に関する相談

64－5896市民課生活環境係
生活相談全般

外国人相談及び通訳

窓口開設日時　平日の午前８時30分から午後５時30分まで
　　　　　　　（土日祝日除く）

▲賞状とメダルを手にする小林君

▲助成により整備した太鼓

八重原諏訪神 ▼

社の二年参り
での演奏



　

東
御
市
健
康
づ
く
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
第
3
段　

あ

な
た
の
「
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」
を
昨
年　

月
ま

１２

で
募
集
し
ま
し
た
。

　

応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
宣
言
文
を
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

今
年
中
に
絶
対
、
減
量
！
あ
と
７
㎏ 
�　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

巳
代
子

夜
の
甘
い
物
は
ひ
か
え
る
、
頑
張
る
よ
�　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

晴　
　
　

芳

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
習
慣
を
つ
け
て
元
気
に
生
活
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

純
子

毎
日
1
万
歩
め
ざ
し
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

サ

フ

ラ

ン

歩
き
ま
す
1
日
8
0
0
0
歩
！
や
め
ま
す
間
食
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ｓ
ｈ
ｉ
ｒ
ａ
ｙ
ｕ
ｒ
ｉ

　

「
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」に
応
募
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

「
健
康
づ
く
り
行
動
宣
言
」の
募
集
は
終
了
し
ま
し

た
が
、「
自
ら
の
健
康
は
自
ら
守
る
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
少
し
の
心
掛
け
で
、
自
分
の
健
康
を

守
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
健
康
保
健
課
で
は
市
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
ま
す
。
健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
健
康
保
健
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

●
問
い
合
わ
せ
先　

　
　

健
康
保
健
課
健
康
増
進
係　

�　

－

８
８
８
３

６４

　市では、東御市民病院等の医師の確保を図るため、将来医師として東御市民病院等に従事しようとする医学部

の学生・臨床研修医に対し、修学等に必要な資金を貸し付けします。貸し付けを希望される方はご応募ください。

※市民病院等…東御市民病院若しくは東御市立みまき温泉診療所又は市長の指定する医療機関

【募集の内容】

１．申請書受付期限　　平成21年4月20日まで

２．貸付対象者

　　将来、医師として東御市民病院等に従事する意欲のある医学生、及び臨床研修医

　　・本人又は保護者が東御市民であること。

　　・連帯保証人が２人必要です。

３．貸付人員　　医学生・臨床研修医　　若干名

４．貸付金額　　月額20万円（ただし、臨床研修医の場合は所得制限があります。）

５．貸付期間　　医学生　　　６年

　　　　　　　　臨床研修医　２年

６．条　　件　　臨床研修終了後５年以内に、医師として東御市民病院等の業務に従事すること。

７．貸付金の返還猶予期間

　　・臨床研修を受けているとき。

　　・臨床研修終了から５年を経過するまでの期間。

　　・市民病院等に従事しているとき。

８．貸付金の返還免除

　　・市民病院等に、奨学金の貸付期間と同じ期間、医師として従

事したときは奨学金の返還を全額免除します。

　　・市民病院等で勤務期間中に死亡、または他病院へ転勤したと

きは、従事した期間と同じ期間の奨学金の返済は免除します。

その他　貸付けの取り消しや、貸付けの目的が達成されなかったと

きは、貸付金の全額に年５％の利息を加算した額の返還が

必要となります。

　　

●詳しくは、健康保健課保健係へお問い合わせください。 �64－8882　FAX64－8880

5 （２００９年２月）

とうみ
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誕生日おめでとう！（ 2 月生まれ）

 依  田  舞  優 羽   ちゃん （加沢）
よ だ ま ゆ は

（１歳、H２０．２．１２生）
　マユ、１歳の誕生日おめでとう�
　歌とダンスが大好きで、いつもお姉
ちゃんと踊ったり、歌ったりして楽しそ
うだね�段々おしゃべりできるように
なって毎日が楽しみで幸せです。これか
らもお姉ちゃんと仲良く、元気に大きく
なってね��

 中  村 　 愛 菜   ちゃん（本海野）
なか むら あい な

（１歳、H２０．２．２１生）

　あいちゃん、１歳のお誕生日おめでと

う�食べるのが大好きで、元気いっぱい

動きまわるのも大好きなおてんば娘。

　これからもニコニコ笑顔でいっぱい遊

んで大きくなってね�

 小  笠  原  慶 人   くん（東上田）
お がさ わら けい と

 （１歳、H２０．２．２７生）
　よく食べ、よく動き、あまり寝ない！

君のパワーにタジタジしつつ楽しませて

もらっているよ。あや姉ちゃんと仲良く

ね、そして名前の通り慶びがたくさんあ

りますように★

 若 
わか

 林 
ばやし

　 苺 香   ちゃん（睦）
まい か

 （２歳、H１９．２．３生）
　２歳のお誕生日おめでとう。おはなし
も少しずつできるようになってきたネ。
甘えん坊のまいちゃんだけど、春にはお
姉ちゃんになるね。生まれてくる赤ちゃ
んと仲良くあそべるといいな。これから
も明るく元気に大きくなってね�

 直  井 　 桃 花   ちゃん（田中）
なお い もも か

 （２歳、H１９．２．１６生）

　いつも男の子に間違えられてちょっと

かわいそうだったけど、最近女の子らし

くなってきたね。やさしい子になってね。

 山  浦 　 春 希   くん （羽毛山）
やま うら はる き

（１歳、H２０．２．８生）

　春希１歳のお誕生日おめでとう�

　あまりの成長の早さに、パパとママは

ビックリだよ�春希のおかげで毎日が

とっても楽しいです�これからもすくす

くと大きくなってね���

 田  中  華  彩 乃   ちゃん（田沢）
た なか か や の

（１歳、H２０．２．１３生）
　かやちゃん１歳のお誕生日おめでとう
�産まれた時は体重が増えず心配したけ
ど、今はハイハイもたっちも上手にでき
るようになり、すくすく育ってくれてう
れしいよ☆これからも大好きな結華お姉
ちゃんと仲良くね�

 北  原 　 魁 来   くん（加沢）
きた はら かい ら

 （１歳、H２０．２．２７生）

　１歳のお誕生日おめでとう�

　これからも家族で楽しい思い出をたく

さん作っていこうね。自分のペースで一

歩ずつ成長しようね�

 山  下  蒼  太 朗   くん（曽根）
やま した そう た ろう

 （１歳、H２０．２．２８生）

　蒼太朗くんは、僕たち夫婦への最高の

ギフト。あたりまえの事がわかる人に

なってほしいと思います。

 金  井 　 咲 良   ちゃん（上八重原）
かな い さ ら

 （２歳、H１９．２．６生）

　咲良ちゃん、お誕生日おめでとう！

　とっても元気でおてんばな咲良ちゃん。

　我が家のアイドルだよ。

　ますます元気で、大きくな～れ�

 相  馬 　 碧 天   くん（常田）
そう ま み そら

 （３歳、H１８．２．１１生）

　まだまだ赤ちゃんと思っていた碧天が

もう３歳�何でも「自分でやる」と小さ

な体で頑張る碧天にパワーをもらう毎日。

これからも元気いっぱい大きくなあれ！

 土  屋 　�空   くん （御牧原南部）
つち や く

（１歳、H２０．２．７生）

　たくさんの驚きと感動をありがとう。

これからもいろいろな経験をして大きく

なってね。�空、１歳おめでとう�

☆募集します!!☆　（対象者３月生まれの３歳まで）
　写真 （うらに氏名を記入）・住所・お住まいの区・氏名 （ふりがな）・生年月日・性別・TEL・コメント５０字程度を添えて企画課
広報担当までお送りください。記載漏れのあるものは掲載いたしかねます。なお紙面の都合上適宜編集いたしますのでご了承く
ださい。　締め切りは、２月１０日 （火） 必着。

り
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とうみ

　 
三
年
間
の
思
い
出

　
　
　
　

東
部
中
学
校
三
年

　
 
青  
木 　
 
怜 
奈
   
　

あ
お 

き 

れ
い 

な

　

卒
業
を
目
前
に
振
り
返
っ
て
み

る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
が
思
い
出

さ
れ
ま
す
。
中
で
も
私
の
一
番
の

思
い
出
と
な
っ
た
の
は
、
つ
い
最

近
ま
で
の
福
祉
委
員
会
の
活
動
の

こ
と
で
す
。
今
ま
で
の
活
動
に
加

え
て
、
何
か
も
っ
と
自
分
た
ち
の

手
で
で
き
る
活
動
は
な
い
か
と
考

え
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
収
集
」
と
い

う
新
し
い
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
の
キ
ャ
ッ
プ

八
百
個
で
一
人
分
の
ワ
ク
チ
ン
が

買
え
る
と
い
う
も
の
で
す
。
キ
ャ

ッ
プ
一
つ
に
は
何
の
価
値
も
な
く
、

ゴ
ミ
と
し
て
捨
て
ら
れ
る
も
の

だ
っ
た
の
に
、
そ
れ
を
集
め
る
こ

と
で
人
の
命
を
救
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
す
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て

大
き
な
感
動
で
し
た
。
最
初
は
理

解
と
協
力
が
得
ら
れ
る
か
す
ご
く

心
配
だ
っ
た
け
ど
、
日
が
た
つ
に

つ
れ
て
集
ま
る
数
も
増
え
て
い
き
、

結
果
一
万
個
を
越
え
る
キ
ャ
ッ
プ

が
集
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
時
の
喜

び
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
活
動
は
後
輩
に
も
ず
っ
と
続

け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
こ
の
経
験
で
得
た
感
動
を
持

ち
続
け
な
が
ら
、
そ
れ
に
と
も
な

っ
た
行
動
や
勉
強
を
こ
れ
か
ら
も

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　 
が
ん
ば
っ
て
作
っ
た
お
と
う
ふ

　
　
　

北
御
牧
小
学
校
二
年

　
　
 
小  
宮  
山 　

ら
ん　

こ 

み 

や
ま

　

わ
た
し
た
ち
は
、
生
活
科
の
べ

ん
き
ょ
う
で
と
う
ふ
作
り
を
し
ま

し
た
。
と
う
ふ
の
作
り
方
は
、
ひ

と
ば
ん
水
に
つ
け
て
お
い
た
大
豆

を
、
ミ
キ
サ
ー
で
つ
ぶ
し
ま
す
。

次
に
、
そ
の
大
豆
を
あ
た
た
め
て

し
ぼ
り
、
と
う
に
ゅ
う
と
お
か
ら

に
わ
け
ま
す
。
と
う
に
ゅ
う
に
、

に
が
り
を
入
れ
て
少
し
か
き
ま
ぜ
、

ザ
ル
に
う
つ
し
て
で
き
あ
が
り
で

す
。
食
べ
て
み
た
ら
、
と
っ
て
も

お
い
し
か
っ
た
で
す
。
自
分
た
ち

で
お
と
う
ふ
を
作
る
の
は
、
と
て

も
楽
し
か
っ
た
で
す
。

 
楽
し
か
っ
た
と
う
ふ
作
り

　
　
　

北
御
牧
小
学
校
二
年

　
　
 
山 
う
ら　

し
ゅ
う　

や
ま

　

ぼ
く
た
ち
は
、
生
活
で
と
う
ふ

作
り
を
し
ま
し
た
。
一
回
目
は
し

っ
ぱ
い
し
て
、
グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

し
っ
ぱ
い
し
た
げ
ん
い
ん
を
考
え

て
、
本
を
つ
か
っ
て
し
ら
べ
ま
し

た
。
ぼ
く
が
し
ら
べ
た
の
は
、
つ

ぶ
し
た
ダ
イ
ズ
を
ふ
っ
と
う
す
る

ま
で
あ
た
た
め
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
二
回
目
の
と
う
ふ
作
り
で
は
、

し
っ
か
り
あ
た
た
め
て
作
り
ま
し

た
。
こ
ん
ど
は
じ
ょ
う
ず
に
で
き

て
、
と
っ
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

▲つぶしたダイズをなべであたためるよ

　

放
課
後
の
児
童
館
に
は
「
た
だ

い
ま
」
の
元
気
な
声
が
幾
重
に
も

響
き
渡
り
ま
す
。
宿
題
に
す
ぐ
と

り
か
か
る
子
も
い
れ
ば
、「
外
に
行

っ
て
来
ま
す
」
と
、
ど
ん
な
に
寒

い
日
に
も
飛
び
出
し
て
行
く
子
、

「
ボ
ー
ル
貸
し
て
く
だ
さ
い
」
の

声
と
同
時
に
遊
戯
室
に
わ
き
起
こ

る
ボ
ー
ル
の
音
と
歓
声
。
学
習
に

も
遊
び
に
も
、
と
て
も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
児
童
た
ち
で
す
。

　

今
年
度
は
登
録
児
童
が
１
０
０

人
を
超
え
、
毎
日
大
勢
の
児
童
が

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

事
故
や
け
が
の
な
い
よ
う
ル
ー

ル
を
守
っ
て
楽
し
く
活
動
し
て
い

ま
す
が
、
子
ど
も
の
集
団
に
は
ト

ラ
ブ
ル
は
つ
き
も
の
。
そ
ん
な
時

に
は
お
互
い
の
思
い
を
伝
え
、
分

か
り
合
い
、
認
め
合
い
、
そ
の
都

度
解
決
し
て
笑
顔
で
帰
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
注
意
を
払
っ
て
い
ま

す
。

　

ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
、
大
な
わ
、
こ

ま
、
サ
ッ
カ
ー
…
１
年
生
か
ら
６

年
生
の
縦
割
り
で
の
活
動
が
大
半

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

遊
び
の
中
で
今
以
上
に
年
上
を

尊
敬
す
る
気
持
ち
や
年
下
を
い
た

わ
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
の
で
き

る
子
ど
も
た
ち
に
成
長
す
る
こ
と

を
願
い
、
大
い
に
ほ
め
た
た
え
、

時
に
は
厳
し
く
職
員
一
同
指
導
に

あ
た
っ
て
い
ま
す
。

▲集中して宿題にとりかかる子どもたち

▲人気沸騰のこままわし

▲ミキサーでつぶしたよ
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平成21年　平成21年  

区長（自治推進委員）さんをご紹介します区長 （自治推進委員） さんをご紹介します
○地区区長会長　△地区副区長会長　　東御市区長会長は、片羽区長　伊藤麟太郎さんです。

区長又は自治会長区　名地区

　荻原　嘉一　加　　　沢

田　
　
　
　

中

小林　卓夫常　　　田

○�澤　英夫　田　　　中

馬場　　功県

　宮坂　崇雄　本　海　野

△小林　茂夫　西　海　野

土田　祐治白　鳥　台

青木　一夫城　ノ　前

　田口　健司　赤　　　岩

滋　
　
　
　
　

野

○伊藤麟太郎　片　　　羽

寺島　武幸桜　　　井

掛川　和彦大　　　石

唐沢　一徳中　屋　敷

片　　十郎別　　　府

小河原登喜雄原　　　口

飛知和昌明聖

　高藤袈裟幸　乙　女　平

△小林　吉則　王　子　平

佐藤　利明新　　　張

祢　
　
　

津

　花岡　武司　出　　　場

山崎　和義金　　　井

荒井　明雄新　　　屋

○倉島　忠行　東　　　町

別府　　恒西　　　宮

区長又は自治会長区　名地区

小林　史人姫　子　沢

祢　
　
　
　

津

峯村　文博湯　の　丸

　斉藤　邦彦　滝　の　沢

△牧内　清一　祢　津　南

谷口　　正伊　勢　原

小林　亮一奈　良　原

島川　　勉鞍掛自治区

小林　末男リードリーくらかけ

○児玉　勝喜　東　上　田

和

△小林　勝美　田　　　沢

竹内　芳男大　　　川

　荻原　博輝　栗　　　林

荻原　忠雄海　善　寺

荻原　二郎曽　　　根

深井　敏彦東　深　井

碓氷　芳久西　深　井

山浦　甲一西　　　入

小田切隆治東　　　入

高橋　訓宜日 向 が 丘

若杉　雅樹海 善 寺 北

森下　嘉宏寺　　　坂

清水　紀彦睦

○滝沢　　功　上 八 重 原北
御
牧 金井　一茂田　楽　平

区長又は自治会長区　名地区

関　　英俊中 八 重 原

北　
　
　
　
　
　
　

御　
　
　
　
　
　
　

牧

白倉今朝巳山　　　崎

　荒井　　洋　下八重原西部

笹平　秀一下八重原東部

久堀周治郎芸 術 む ら

宮下　　強白　　　樺

中山　耕二切　久　保

渡邉　幹夫八　反　田

小宮山秀樹本 下 之 城

井出　進一田　之　尻

柄澤　昭平宮

小林　芳訓畔　　　田

△掛川　五郎　御牧原南部

唐沢　元生御牧原北部

山浦　　亮御　牧　台

青木　勝彦布　　　下

大口　和栄常　　　満

　渡邉　堅治　島　川　原

直井　　昇大　日　向

直井　和幸光　ヶ　丘

小林　晴夫羽　毛　山

小宮山直樹郷 仕 川 原

金子　厚典牧　ヶ　原

（敬称略）

③鍋でごま油を熱して�を炒め、とう
ふを炒め合わせる。
④�にだし汁を注いで油あげを入れ、
１２～１３分煮て、塩・しょうゆで調味
し、ねぎの小口切りを散らす。

寒い季節、体が温まります

けんちん汁
�材料（６人分）
木綿とうふ ……………………… 1/2丁
鶏もも肉 ………………………… 1/2枚
油あげ ……………………………… 1枚
ごぼう …………………………… 30ｇ

�

（レシピ提供：食生活改善推進協議会）

にんじん ………………………… 60ｇ
小ねぎ ………………………… 2～3本
だし汁 …………………………… 900㏄
しょうゆ ……………………… 大さじ2
ごま油 ………………………… 大さじ1
塩 ……………………………… 小さじ1

�作り方
①とうふは手でほぐし、油あげは細切
りにする。

②鶏もも肉は小さめの一口大にそぎ切
りにする。ごぼうは皮をこそげ、斜
め薄切りにし、水にさらす。にんじ
んは、いちょう切りにする。
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とうみ

◆
新
着
本
案
内
◆

◆
一
般
書

�
女
神
気
…
…
…
…
…
桐
野　

夏
生
・
著

�
光
…
…
…
…
…
…
三
浦　

し
を
ん
・
著

�
新
編
素
粒
子
の
世
界
を
拓
く

…
…
湯
川
・
朝
永
生
誕
百
年　
　

企
画
展
委
員
会
・
編

�
漢
方
を
は
じ
め
よ
う

…
…
杏
仁　

美
友
・
監

�
ゆ
っ
く
り
走
れ
ば
や
せ
る

…
…
比
佐　
　

仁
・
監

◆
児
童
書

� 「
お
ま
え
だ
！
」
と

　
　
　
　
　

カ
ピ
バ
ラ
は
い
っ
た

　

…
…
斉
藤　
　

洋
・
作

�
て
ん
ご
く
の
お
と
う
ち
ゃ
ん

…
…
長
谷
川　

義
史
・
絵

�
の
ん
き
な
父
さ
ん
…
丘　
　

修
三
・
作

�
ひ
ら
け
！
な
ん
き
ん
ま
め

…
…
竹
下　

文
子
・
作

�
あ
ら
し
の
よ
る
の
ば
ん
ご
は
ん

…
…
長
崎　

夏
海
・
作

インターネットで図書館の本が検索できます。　http://www.echol.gr.jp

お
は
な
し
は
ら
っ
ぱ
に
よ
る

２
月
の
お
は
な
し
こ
ど
も
会

�
日
時　

２
月　

日 （
土
）

２１

　
　
　
　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

市
立
図
書
館
2
階
読
書
会
室

�
内
容

　

ス
ラ
イ
ド　

「
な
い
た
赤
お
に
」

　

絵
本　
　
　

「
ま
ち
を
ず
ん
ず
ん
」

　
　
　
　
　
　

「
へ
ん
し
ー
ん
」

　

エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー

　
　
　
　
　
　

「
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
」

　

ペ
ー
プ
サ
ー
ト　
　

「
お
と
う
さ
ん
」

２
月　

日 （
金
） は
、お
は
な
し
会
が
あ
り
ま
す

１３

�
時
間　

午
前　

時　

分
〜

１０

３０

�
場
所　

こ
ど
も
フ
ロ
ア
ー

�
対
象　

就
園
前
の
お
子
さ
ん

◆
行

事

予

定
◆

  
図
書
館
発

    
オ
ス
ス
メ
の
一
冊

2月の休館日
（赤丸の日が休館日です。）

土金木水火月日

76543�1

141312�10�8

2120191817�15

28�262524�22

図
書
館
だ
よ
り

２
月
の
テ
ー
マ
ブ
ッ
ク 

　

　

【
空
】

　

冬
は
寒
い
け
れ
ど
、
空
気
が
澄
ん
で
、

空
が
と
て
も
き
れ
い
で
す
。

�
月
光
公
園

　
　

東
逸
子：

絵

宙
野
素
子：

文

ミ
キ
ハ
ウ
ス

�
天
動
説
の
絵
本

安
野
光
雅：

著

　

福
音
館
書
店

�
世
界
で
一
番
小
さ
な
い
も
う
と

コ
・
ス
ザ
ン
ナ：

文

イ
・
ジ
ン
ウ：

絵

榊
原
咲
月：

訳

　

現
文
メ
デ
ィ
ア

　

待
ち
に
待
っ
た
妹
が
誕
生
！
と
こ
ろ
が
、

そ
の
妹
の
体
重
は
、
わ
ず
か
8
3
0
グ
ラ

ム
で
超
極
小
、
低
体
重
の
未
熟
児
。
今
に

も
壊
れ
そ
う
な
妹
か
ら
発
せ
ら
れ
る
心
の

言
葉
が
分
か
る
姉
の
ス
ア
は
…
。
未
熟
児

の
妹
と
姉
の
ス
ア
、
家
族
、
学
友
た
ち
の

心
温
ま
る
物
語
。

�
と
う
さ
ん
の
あ
し
の
う
え
で

い
も
と
よ
う
こ：

作
・
絵

講

談

社

　

南
極
の
冬
、
マ
イ
ナ
ス　

度
。
コ
ウ
テ

５０

イ
ペ
ン
ギ
ン
の
夫
婦
は
、
命
を
か
け
て
、

た
っ
た
ひ
と
つ
の
た
ま
ご
を
守
り
、
育
て

ま
す
。
や
さ
し
い
絵
と
と
も
に
命
の
重
さ

を
伝
え
る
絵
本
。

◆　
　

◆　
　

◆　
　

◆

　

図
書
館
と
い
う
と
堅
苦
し
い
印
象
を

お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

最
近
は
社
会
人
や
高
校
生
、
小
中
学
生

だ
け
で
な
く
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
連
れ

で
図
書
館
を
利
用
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

も
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ

ま
す
。

　

絵
本
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
小
さ
な
お
子

さ
ん
を
抱
い
て
絵
本
を
読
ん
で
あ
げ
て

い
る
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の
姿
が
多
く

見
ら
れ
、
と
て
も
ほ
ほ
え
ま
し
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。
親
子
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し

て
も
、
図
書
館
が
よ
り
活
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
け
ば
と
思
い

ま
す
。

　

図
書
館
で
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ
の
皆
さ
ん
に
よ
る
「
お
は
な
し
子

ど
も
会
」
や
職
員
に
よ
る
「
お
は
な
し

会
」
を
毎
月
開
催
し
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
皆
さ
ん
に
家
族
連
れ
で
参
加
し
て

も
ら
え
る
と
、
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

図
書
館
や
絵
本
な
ど
を
通
じ
て
、
親

子
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
つ
つ
、
子
供
の

感
受
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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月　

日
に
中
央
公
民
館
で
「
東
御
市

１１

２９

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
市
民
の
集
い
」

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
開
会
式
の
後
、
人

権
啓
発
の
作
文
・
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
の
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
市
長
か
ら
受
賞
者
に
表

彰
状
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ど

の
作
品
も
力
作
ば
か
り
だ
な
と
思
い
ま
し

た
。

　

次
に
、「 
願  
児  
我  
楽  
夢 
」
に
よ
る
ト
ー
ク

が
ん 

じ 

が 

ら 

め

＆
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
1
9

9
5
年
9
月
に
、
北
九
州
解
放
子
ど
も
会

の
リ
ー
ダ
ー
研
修
で
、「
音
楽
に
よ
る
解
放

学
習
を
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
サ
ー
ト
を
行

っ
た
の
が
公
演
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
そ
う

で
す
。
4
人
に
よ
る
、
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

　

数
曲
の
歌
と
ト
ー
ク
の
大
熱
演
で
し
た
。

１０
　

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
タ
イ
ト
ル
は
「
一
番

言
い
た
く
な
い
こ
と
は
一
番
わ
か
っ
て
ほ

し
い
こ
と
」
で
、
歌
詞
か
ら
推
測
す
る
に
、

「
仲
間
・
友
だ
ち
、
命
、
家
族
・
母
、
差

別
、
人
を
思
う
気
持
ち
、
こ
れ
は
お
か
し

い
と
気
づ
い
て
言
え
る
勇
気
を
も
つ
」
等

で
、
ど
の
歌
に
も
共
通
し
て
い
る
の
は

「
差
別
さ
れ
て
い
る
人
の
心
の
痛
み
」
か

な
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、「
あ
な
た
の

心
で
、
自
分
の
心
で
、
全
て
を
感
じ
、
考

え
て
、
信
じ
る
道
を
、
力
の
限
り
、
生
き

て
ほ
し
い
」
と
い
う
歌
詞
に
4
人
の
思
い

や
願
い
が
集
約
さ
れ
て
い
る
の
か
な
と
も

感
じ
ま
し
た
。
ど
の
歌
も
す
ば
ら
し
か
っ

た
け
れ
ど
、
特
に
、
目
頭
が
熱
く
な
っ
た

の
は
「
招
か
れ
な
か
っ
た
お
誕
生
会
」（
作

詞
・
A
子
さ
ん
の
お
ば
あ
さ
ん
）
で
し
た
。

小
学
4
年
生
の
Ａ
子
さ
ん
は
、
仲
よ
し
の

友
だ
ち
の
誕
生
会
へ
の
誘
い
の
電
話
を
待

っ
て
い
た
が
来
な
か
っ
た
。
あ
と
で
、「
ど

う
し
て
呼
ん
で
く
れ
な
か
っ
た
の
。」と
そ

の
友
達
に
聞
く
と
、「
お
母
さ
ん
に
『
呼
ん

で
は
な
ら
ぬ
』
と
言
わ
れ
た
か
ら
な
の
。

ご
め
ん
ね
。」
ひ
ど
く
落
ち
込
ん
だ
が
、
悪

い
の
は
お
母
さ
ん
だ
と
、
友
だ
ち
を
責
め

た
り
し
な
か
っ
た
。「
大
人
っ
て
、
み
ん
な

わ
が
ま
ま
。」と
言
っ
た
Ａ
子
さ
ん
の
眼
に

光
る
も
の
が
あ
っ
た
。
ど
ん
な
に
鋭
い
刃

物
よ
り
私
の
胸
を
刺
し
た
、
と
い
う
歌
で

し
た
。
何
と
む
ご
い
歌
で
し
ょ
う
。
一
方
、

参
加
者
か
ら
は
、
部
落
差
別
を
受
け
た
体

験
者
の
思
い
・
怒
り
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
直

に
伝
わ
っ
て
心
に
強
く
訴
え
る
も
の
が
あ

る
、
時
間
的
に
長
く
感
じ
な
か
っ
た
、
ト

ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト
と
い
う
公
演
方
法
は

と
て
も
い
い
等
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
の
Ｂ
さ
ん
は
、「
最
前
列

に
座
っ
て
い
た
、
受
賞
者
の
女
子
中
学
生

が
、
終
始
し
っ
か
り
聴
い
て
く
れ
て
い
て

と
て
も
う
れ
し
く
励
み
に
な
り
ま
し
た
。」

と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
わ
た
し
も
、
表

彰
さ
れ
た
小
中
学
生
は
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト

を
ど
う
聴
く
だ
ろ
う
か
と
、
後
ろ
の
席
か

ら
時
々
見
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
子
ど
も

さ
ん
も
ず
っ
と
身
じ
ろ
ぎ
も
し
な
い
で
聴

い
て
い
た
の
で
と
て
も
感
心
し
ま
し
た
。

　

「
県
民
の
人
権
に
関
す
る
意
識
が
後
退

し
て
い
る
」
と
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
り
、

市
の
人
権
啓
発
学
習
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト

（
田
中
･
北
御
牧
）
で
、
約
３
割
の
人
が

人
権
･
同
和
問
題
に
つ
い
て
疑
問
を
も
ち
、

懐
疑
的
･
否
定
的
な
考
え
を
持
っ
て
い
る

状
況
の
中
、
人
権
同
和
教
育
を
力
強
く
推

進
す
る
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要
だ
と
思

　自分の書いた詩や小説などを本にまとめる自費出版に伴う契約トラ
ブルが増加しています。
 事例 
・コンテストに応募したら大賞は取れなかったが出版を勧められ、全
国の書店に本を置くと説明され、500冊の契約で制作費として約
150万円支払った。一部の本のみ受け取ることができたが、残りの
部数は受け取れずどうなっているのかわからない。
・事業者に原稿を送ったら絶賛され、500部完売したら費用は事業者
が負担してくれると乗り気だった。費用を約430万円支払ったが何
の連絡もなく、半年経ったので自分から連絡すると何の手配もして
いなかった。
 トラブルに遭わないために 
・本は簡単に売れるものではないことをよく理解し、褒められても冷
静な気持ちで考え直しましょう。
・複数の業者から見積りを取り、金額や契約内容を比較してみましょ
う。本が形になればいいのか、販売してもらいたいのか等、必要な
サービスを目的に合わせて選び契約をしてください。
・契約が履行されているかどうか不安に思ったら、早めに事業者に確
認しましょう。
（独立行政法人国民生活センター発行「くらしの豆知識2009」から）
　万が一トラブルに巻き込まれたり、お困りになった場合は、消費生
活センターへ早めに相談してください。

●問い合わせ先　上田消費生活センター　�27－8517
　　　　　　　　市民課生活環境係　　　�64－5896

悪質商法からお財布を守ろう

い
ま
す
。
そ
の
元
に
な
る
の
は
「
人
権
同

和
問
題
に
つ
い
て
の
事
実
を
知
る
」
こ
と

が
一
番
大
事
な
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。「
事
実
を
知
る
」
と
は
、
ト
ー
ク
＆
コ

ン
サ
ー
ト
で
表
現
さ
れ
た
具
体
的
な
、「
差

別
さ
れ
て
い
る
人
の
心
の
痛
み
」
の
事
実

を
理
解
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ

で
な
い
と
「
心
の
眼
」
は
開
か
な
い
と
痛

感
し
ま
す
。
と
て
も
感
動
的
な
市
民
の
集

い
に
参
加
で
き
て
幸
せ
で
し
た
。
来
年
度

は
さ
ら
に
た
く
さ
ん
の
市
民
の
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研研究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究究所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所のののののののののののののののののののののののののののののののの 研究所の 

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっっとととととととととととととととととととととととととととととととと「ちょっと

耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳耳よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりなななななななななななななななななななななななななななななななな話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話話　耳よりな話」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪⑪

身体教育医学研究所身体教育医学研究所

 　 
児
童
期
の
身
の
こ
な
し
と

 
成
人
期
の
肥
満
と
の
関
係

　

「
運
動
好
き
の
子
ど
も
を
育
て
る
」

こ
れ
は
、
健
康
と
う
み　

で
う
た
わ
れ
て

２１

い
る
目
標
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
根
拠
の

一
つ
と
な
る
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
で
1
万
人
を

超
え
る
方
た
ち
を　

年
近
く
に
渡
っ
て
追

３０

跡
し
た
デ
ー
タ
に
基
づ
く
研
究
（O

sik
a

ら
２
０
０
８
）
で
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
1
9
5
8
年
に
生
ま
れ
た

1
万
1
0
4
2
人
に
つ
い
て
、
児
童
期
に

評
価
さ
れ
た
身
の
こ
な
し
（
身
体
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
、
調
整
力
、
神
経
機
能
）
と
、

　

歳
に
な
っ
た
と
き
の
過
体
重
の
発
生
と

３３の
関
係
を
分
析
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
過

体
重
を
B
M
I
（
体
重（
㎏
）÷
身
長
（
m
）

÷
身
長（
m
）で
計
算
さ
れ
る
体
格
指
数
の

こ
と
）
が　

以
上
と
し
て
い
ま
す
。

３０

　

主
な
結
果
と
し
て
は
、
7
歳
の
時
点
で

担
任
の
先
生
か
ら
①
手
先
の
器
用
さ
が
乏

し
い
、
②
身
体
全
体
の
調
整
力
が
乏
し
い
、

③
全
体
的
に
不
器
用
、
と
評
価
さ
れ
た
児

童
の
方
が
そ
う
で
な
い
児
童
よ
り
も
、　

３３

歳
に
な
っ
た
と
き
に
過
体
重
に
な
っ
て
い

る
危
険
性
が
そ
れ
ぞ
れ
①
1
・　

倍
、
②

５７

2
・　

倍
、
③
3
・　

倍
も
高
く
な
る
、

３０

９０

と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
が
声
高

に
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
現
在
そ
の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
成
人
の
方
々
の
健

康
管
理
・
肥
満
解
消
が
重
要
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
地
域
と
し
て
は
「
運
動
好
き
の

子
ど
も
を
育
て
る
」
こ
と
も
ま
た
、
将
来

に
渡
っ
て
の
メ
タ
ボ
対
策
と
し
て
と
て
も

大
切
だ
と
言
え
ま
す
。
研
究
所
で
は
「
究

極
の
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
は
地
域
で

元
気
な
子
ど
も
を
育
て
る
こ
と
」
と
い
う

考
え
の
も
と
、
次
年
度
か
ら
市
内
の
全
保

育
園
で
定
期
的
な
「
運
動
あ
そ
び
」
に
か

か
わ
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

　

よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち
が
元
気
に
育

つ
地
域
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
…

こ
 
こ
ん
に
ち
は

ん
に
ち
は

栄
養
士
で
す

　
　
　

栄
養
士
で
す

 
特
定
保
健
指
導
活
用
で
チ
ェ
ン
ジ
を
！

 大  石  智  花  子 栄養士
おお いし ち か こ

　

新
し
く
始
ま
っ
た
「
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
」
制
度
で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
、「
健
診
」
と

「
保
健
指
導
」
が
セ
ッ
ト
で
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
各
医
療
保
険
者
※
が
責
任
を

持
つ
よ
う
定
め
ら
れ
て
お
り
、
市
で
は
国

民
健
康
保
健
加
入
者
の
保
険
者
と
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
内
容
は
保
険
者
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
、「
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
」
で
は
、
主
に
次
の
こ
と
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

・
健
診
結
果
か
ら
自
分
の
体
の
状
態
を
把

握
し
、
自
覚
症
状
の
な
い
う
ち
に
何
年

後
か
の
病
気
の
発
症
を
予
防
す
る
。

・
更
に
、
保
健
指
導
担
当
者
と
生
活
習
慣

を
振
り
返
り
、
具
体
的
に
ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
？
効
果
的
な
生
活
習
慣
改
善

の
ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る
。

　

二
〇
〇
八
年
の
世
相
を
表
す
漢
字
は

「
変
」
で
し
た
ね
。
皆
さ
ん
も
保
健
指
導

を
活
用
し
、
生
活
習
慣
改
善
の
き
っ
か
け

を
つ
か
ん
で「
人
生
の
チ
ェ
ン
ジ（
変
）」に

つ
な
げ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

※
公
的
医
療
保
険
を
指
す
。
国
民
健
康
保
険
、

　

組
合
管
掌
健
康
保
険
、
全
国
健
康
保
険
協
会
、

　

共
済
組
合
な
ど

国民健康保険加入者のみなさまへ
2009年３月末まで
特定健診（個別）が下記の医療機関で受診できます

●特定健診市内指定医療機関

住　　　所医 療 機 関 名

田中800-51酒　井　医　院

本海野1673-1さ さ き 医 院

本海野1496-102せき内科クリニック

田中193東部クリニック

県165-1東御記念セントラルクリニック

八重原2403中　島　医　院

祢津343-2祢 津 診 療 所

常田172-1ほしやま医院

滋野乙3095柳　沢　医　院

鞍掛198東御市民病院

布下6-1みまき温泉診療所

特定健診（個別）の受け方
①健康保健課健康増進係まで電話又は直接窓口にてお

申し込みください。

②受診券を発行します。

③医療機関へ健診の予約をしてください。

④健診当日、必要な書類を持って受診してください。

●問い合わせ先　

　国保加入者…健康保健課健康増進係　�６４－８８８３

　国保以外の方は各事業所へお問い合わせください。



 ２月の納税 （納期限３月２日）

�国民健康保険税（普通徴収）（９期）
�介護保険料（普通徴収）（８期）
�後期高齢者医療保険料（普通徴収）（８期）

〈広告欄〉　

こちら119（東御消防署）

前年比合　計望月警察署管内上田警察署管内
＋１５（＋２２）23（189）２（30）２１（159）件数
＋２０（＋８）30（245）２（39）２８（206）傷者
－１（±０）１（３）０（０）１（３）死者

市内交通事故統計　１２月分　　　　　　

１２月３１日現在（※カッコ内は１月からの累計）

※カッコは１月からの累計

＝東御市内の１２月の出動件数＝

火災　１件（７件）　救急101件（1,058件）

とうみの気象記録（東御消防署調べ）

平成１９年1２月平成20年1２月
14.2℃（７日） 18.6℃（２１日） 最高気温
－7.6℃（１７日） －7.9℃（２７日） 最低気温
2.4℃　　　　3.5℃　　　　平均気温
81.3％　　　　72.2％　　　　平均湿度
22.0㎜　　　　21.0㎜　　　　降 水 量

平成21年５月３１日までに住宅用火災警報器を設置しましょう�
●詳しくは東御消防署まで　�62－0119

国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料のののののののののの口口口口口口口口口口座座座座座座座座座座振振振振振振振振振振替替替替替替替替替替前前前前前前前前前前納納納納納納納納納納はははははははははは国民年金保険料の口座振替前納は
2222222222月月月月月月月月月月末末末末末末末末末末がががががががががが申申申申申申申申申申しししししししししし込込込込込込込込込込みみみみみみみみみみ締締締締締締締締締締めめめめめめめめめめ切切切切切切切切切切りりりりりりりりりりでででででででででですすすすすすすすすす2月末が申し込み締め切りです

　国民年金の保険料は、お支払い方法によってお得な
割引料金が設定されています。

お得な前納

現金で毎月納付

現金で1年度分を前納

口座振替で1年度分を前納

※6カ月前納の場合
　6カ月分を現金で前納すると700円割引（年間割引額
1,400円）、さらに口座振替で前納すると980円割引
（年間割引額1,960円）されます。
（上記は平成20年度の保険料金額を基にしています。平成21
年度は保険料金額が変更になる予定です。）

口座振替での前納の申し込みはお早めに
　口座振替での平成21年度分１年前納（4月～9月分6
カ月前納も含む）の申し込み締め切りは2月末です。
　口座振替の申し込みは、預金口座をお持ちの金融機
関窓口、社会保険事務所または市役所で受け付けして
います。申し込みには年金手帳、通帳など口座番号が
分かる物と口座の届出印をお持ちください。

ご注意いただきたいこと
・平成21年度分1年前納（4月～9月分6カ月前納も含
む）の口座振替日は4月30日です。
・残高不足で口座から引き落としができなかった場合
は、割引がなくなります。（毎月の口座振替に切り
替わります）特に初めて口座振替で1年度分または6
カ月分の前納を申し込まれた方は、前納の保険料金
額に加えて、前年度3月分の保険料が同時に引き落
としとなりますので、ご注意ください。
・すでに口座振替で前納されている方は、再度の申し
込みは必要ありません。ただし、口座振替の引落方
法を変更される場合は、再度、申し込みが必要です。

　●問い合わせ先
　　小諸社会保険事務所　�0267－22－1080
　　市民課国保年金係　　�62－1111（内線1231）
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�����������������������������������
�����������������������������������
�����������������������������������

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドババババババババババババババババババババババババババババババババイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイスススススススススススススススススススススススススススススススス国民年金アドバイス

交通死亡事故発生
　１２月１４日に交通死亡事故が発生しました。平成２０年中の交通
死亡事故の全てが幹線道路（国道１８号線等）での横断中に発生
しています。道路横断をする場合は、ななめ横断をせずに、近
くの横断歩道等を利用しましょう。また、ドライバーの皆さん
は、よそ見・わき見運転をせずに、スピードは控えめに安全運
転を心掛けましょう。

（２００９年２月） 12
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クリーンリサイクル係  �63－6814

 
廃
食
用
油
の

  
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て

　

今
年
度
９
月
１
日
よ
り
使
用
済

み
の
て
ん
ぷ
ら
油
な
ど
の
食
用
油

に
つ
い
て
、
拠
点
回
収
を
は
じ
め

ま
し
た
。
開
始
後
、
４
カ
月
を
経

過
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

に
よ
り
２
３
０
㎏ 
の
廃
食
用
油
が

集
め
ら
れ
、
リ
サ
イ
ク
ル
工
場
に

〈広告欄〉

出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

 
回
収
方
法
は

　

使
用
済
み
の
て
ん
ぷ
ら
油
は
、

油
が
入
っ
て
い
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入

れ
て
、
回
収
場
所
に
設
置
し
て

あ
る
ペ
ー
ル
缶
に
容
器
ご
と
入

れ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

昨
年
中
、
就
職
活
動
で
全

　
　

く
収
入
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
収
入
が
な
か
っ
た
人

で
も
市
県
民
税
の
申
告
を
す
る

必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　

1
年
間
全
く
収
入
が
な
か

　
　

っ
た
人
又
は
少
な
い
人
で

も
、
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。
市
県
民
税
の
申
告
を
行

わ
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税

の
軽
減
や
福
祉
医
療
給
付
金
の

算
定
、
児
童
手
当
の
支
給
な
ど

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
税
金
上
で
ど
な
た

か
の
扶
養
（
社
会
保
険
や
扶
養

手
当
の
扶
養
と
は
違
い
ま
す
）

に
な
っ
て
い
る
場
合
は
、
市
県

民
税
の
申
告
を
し
て
い
た
だ
く

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告

が
不
要
の
場
合
で
も
、
市
県
民

税
の
申
告
は
必
要
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課
住
民
税
係　

　

�　
－

５
８
７
７

６４

（２００９年２月）13

 
回
収
さ
れ
た
廃
食
用
油

 
は
塗
料
の
原
料
に

　

廃
食
用
油
を
蒸
留
し
て
脂
肪

酸
を
取
り
ま
す
。
こ
の
脂
肪
酸

は
自
動
車
や
橋
を
塗
装
す
る
際

の
下
地
塗
料
の
原
料
と
な
り
ま

す
。

　

回
収
し
た
廃
食
用
油

は
資
源
と
し
て
有
効
に

利
用
さ
れ
ま
す
。
今
後

と
も
リ
サ
イ
ク
ル
に
向

け
た
分
別
回
収
と
ご
み

減
量
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

回収の際ご注意いただくこと
・てんぷら油やサラダ油等、揚げ物に使用される食用油

に限ります。

・水、ラード（動物油）、灯油、エンジンオイル、機械油、

油かすは入れないでください。

廃食用油の回収場所と時間

開 設 時 間受　入　日回 収 場 所

8：30～17：30平日市役所市民課

8：30～17：30平日総合支所

9：00～15：00
平日及び
毎月第１日曜日

東部クリーンセン
ター

8：30～17：15月・水・金曜日
・滋野コミュニテ
　ィーセンター
・祢津公民館
・和コミュニティ
　ーセンター

8：30～12：30火・木曜日

ＱＡ

とうみ

▲リサイクル工場に出荷される廃食用油

▲回収場所に集まった廃食用油
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ートピックスー　地域の話題

（２００９年２月）

元旦マラソン･ウォーキング
　１月１日、第１０回元旦マラソン・ウォーキング（田中地区生
涯学習まちづくり推進協議会、田中地区分館長会主催）が田中
コミュニティーセンター発着・県諏訪神社折り返しで行われま
した。昨年は前日の雪が影響し中止になりましたが、今年は天
候にも恵まれ、例年よりも参加者が増え、マラソン（５km）
には６２人、ウォーキング（2.5km）には７１人が市内外から参加
し、自分の体力に合わせて各コースでさわやかな汗を流しまし
た。マラソンに参加した男性は、「気持ちよく走れました。今
年も良い年になるよう願っています」と話していました。

▲田中コミュニティーセンター前を元気に出発

▲太く、大きく、思いを込めて

▲幼年消防クラブ員も寒さに負けず元気に行進

新春書き初め大会
　１月６日、中央公民館講堂で第５回新

春書き初め大会が行われ、小・中学生や

大人などあわせて約８０人が参加しました。

参加者は市文化協会書道部会の皆さんの

指導を受けながら、新年の思いを書で表

していました。書き初めが終わると、市

食生活改善推進協議会の皆さんによる手

づくりのお雑煮が振る舞われ、参加者は

おいしいお雑煮を食べながら、交流を深

めていました。

平成２１年東御市消防出初式
　１月１１日、平成２１年東御市消防出初式が行われま

した。田中商店街では、市内１０保育園、幼稚園の幼

年消防クラブ員約280人が寒さに負けない元気いっ

ぱいの行進をしました。続いてラッパ隊、消防音楽

隊を先頭に消防団、婦人消防協力班、自衛消防隊な

ど約600人や積載車などの消防車両が続々と行進を

しました。

　その後、文化会館サンテラスホールで式典が行わ

れ、ラッパ隊、消防音楽隊の新春演奏や功労のあっ

た団員などの表彰が行われました。新年にあたり団

員は、「地域の安心安全は自分たちが守る」という決

意をしていました。▲整然とした行進

▲功労のあった皆さんへの表彰 ▲ラッパ隊、音楽隊の新春演奏

▲お雑煮おいしいね
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ートピックスー　地域の話題

とうみ

（２００９年２月）

で
き
ご
と
短
信

１
・
６
▼
オ
オ
タ
カ
の
は
く
製
披
露

　
　
　
　

（
湯
の
丸
高
原
地
蔵
峠
頂
上

付
近
の
県
道
で
死
ん
で
い
る

の
を
地
元
の
人
が
発
見
。
調

査
完
了
後
、
許
可
を
取
り
、

は
く
製
に
。）

１
・
８
▼
道
の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
で

販
売
す
る「
く
る
み
お
は
ぎ
」

が
食
の
祭
典
食
コ
ン
ク
ー
ル

で
銅
賞
受
賞
（　

日
、
花
岡

１４

市
長
に
受
賞
報
告
）

１
・　

▼
農
村
女
性
は
な
そ
う
会

１６

　
　
　
　

記
念
講
演　

講
師
駒
ヶ
根
グ

リ
ー
ン
ホ
テ
ル
総
料
理
長
山

越
信
治
さ
ん
（
湯
楽
里
館
）

真心のこもったおせち料理作り
　１２月２９日・３０日、総合福祉センターで市社会福祉協議会
と市民生児童委員の皆さんにより、年末年始を１人で迎え

る高齢者と高齢者
世帯及び父子家庭
に届けるおせち料
理作りが行われま
した。真心のこ
もった手作りのお
せち料理は担当地
区の民生児童委員
さんにより各世帯
に届けられました。

　１月１３日、国道１８号線西海野区内で１２月
１４日に発生した交通死亡事故現場で現地診
断が行われました。この日は、上田警察署、
地域交通安全活動推進委員、安協、長野国
道工事事務所上田出張所、上小地方事務所、
地元区役員、市などから約３０人が参加しま
した。事故現場で警察官から当時の状況説
明があり、その後海野宿ふれあいセンター
で事故対策について話し合いが行われまし
た。上田警察署管内の昨年の死亡事故８件
中、７件が高齢者が犠牲となっており、高
齢者を対象にした交通安全教室を開催する
などの意見が出されていました。

交通死亡事故現場で現地診断

　１月１６日、平安閣みまきで新春経済講演会が開かれまし
た。講師に読売新聞特別編集委員の橋本五郎さんを招き、

景気動向と政治
経済のゆくえと
題し、現在、様
々な意見が出て
いる定額給付金
や衆議院の解散
時期などについ
て、熱のこもっ
た話をされまし
た。

新春経済講演会

▲事故現場での説明

▲事故防止に向けて、話し合いが行われる

こだわりのみそ作りに取り組んで
　１２月１７日、長野市で平成２０年度長野県農村女性フェス
ティバルが開かれました。このフェスティバルで、自宅の

土蔵を改修してみ
そ作りに取り組ん
だ事例で、土屋万
里子さん（新張）
が、地域の特性を
生かし、農産加工
等に取り組む起業
活動の部で優秀賞
を受賞しました。

　１月１５日、御牧原保育園でどんど焼きが行われました。
前日におじい
ちゃん、おば
あちゃんなど
と一緒に作っ
た稲の花を、
今年も健康で
過ごせるよう
願いを込めて
焼き、みんな
で焼きたてを
食べました。

健康で過ごせるように



●
発
行
／
長
野
県
東
御
市 
●
編
集
／
東
御
市
役
所
総
務
部
企
画
課　

〒
3
8
9
│
0
5
9
2 
長
野
県
東
御
市
県
2
8
1
¦
2

●
Ｔ
Ｅ
Ｌ
（　

）
５
８
０
６ 
F
A
X
（　

）
5
4
3
1　
　

E
-m
ailshiho-tom

i＠
city.tom

i.nagano.jp

64

63

●
東
御
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
 　
  http://w

w
w
.city.tom

i.nagano.jp/

●
印
刷
／
田
口
印
刷
株
式
会
社

市 報

平成 21 年
２月２日発行

▼
今
月
号
の
で
き
ご
と
短
信
で
、
道

の
駅
雷
電
く
る
み
の
里
の
「
く
る
み

お
は
ぎ
」
が
、
食
の
祭
典
食
コ
ン
ク

ー
ル
で
銅
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
掲

載
し
ま
し
た
。
ま
た
、　

月
号
で
は

１２

信
州
味
の
里
と
う
み
の
「
大
根
の
巨

峰
漬
け
」
が
信
州
の
味
コ
ン
ク
ー
ル

で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
を
お
伝

え
し
ま
し
た
。
こ
こ
最
近
、
地
元
の

特
産
品
を
使
っ
た
商
品
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。
東
御
市
は
ワ
イ
ン
特
区

に
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
特

産
品
に
よ
る
新
た
な
地
域
活
性
化
が

大
い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　

（
市
報
担
当　

関
）

編

集

後

記

世帯数

11,482世帯（＋１）

総人口

32,011人（－１０）

男 15,697人 （－６）

女 16,314人 （－４）

（１月１日現在）

人の動き

転入  94人（＋20）

転出  86人（＋23）

出生  22人（－２）

死亡  32人（＋４）

 ※カッコは１２月対比

３
９
）
年
）、
ま
た
、
現
在
の
岐
阜
県
西
部
の
あ
る
村
か
ら

　

歳
の
娘
の
弟
子
入
証
文
（
天
保　

（
１
８
４
０
）
年
）
も

１５

１１

残
さ
れ
て
い
る
。

　

９
歳
・　

歳
と
い
え
ば
、
今
の
小
学
校
の
児
童
で
あ
る
。

１２

巫
女
た
ち
の
諸
国
巡
業
先
の
広
範
囲
に
驚
か
さ
れ
る
こ
と
も

さ
る
こ
と
な
が
ら
、
親
元
を
遠
く
離
れ
た
、
し
か
も
、
冬
の

寒
さ
の
厳
し
い
信
州
で
、
巫
女
修
行
に
励
ま
さ
れ
る
幼
き
巫

女
た
ち
の
胸
中
に
は
、
ど
ん
な
思
い
が
去
来
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
か
。
―
―
し
か
も
親
た
ち
の
記
し
た
文
書
の
内
容
も

知
ら
ず
ま
ま
に
…
。

　

封
建
社
会
の
農
村
に
女
と
し
て
生
ま
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、

な
か
に
は
数
奇
な
運
命
を
た
ど
っ
た
巫
女
た
ち
も
き
っ
と
い

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

今
、
祢
津
小
学
校
近
隣
に
は
、
巫
女
た
ち
の
眠
る
墓
石
が

多
く
残
さ
れ
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｙ
）

東御市役所はチーム・マイ
ナス６％に参加しています

  
生
ま
れ
故
郷
を
遠
く
後
に
…

　

祢
津
の
歩
き
巫
女
た
ち
は
、
巡
業
先
の
諸
国
か
ら
幼
き
子

女
を
養
女
縁
組
、
あ
る
い
は
弟
子
入
り
と
し
て
村
に
連
れ
帰

り
、
巫
女
育
成
に
努
め
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　

ペ
リ
ー
来
航
１
年
前
の
嘉
永
５
（
１
８
５
２
）
年
の
「
梓

神
子
弟
子
証
文
之
事
」
と
い
う
文
書
の
内
容
を
見
て
み
よ
う
。

　

こ
の
文
書
は
、
現
在
の
犬
山
市
域
（
愛
知
県
）
の
あ
る
村

の
百
姓
宇
兵
衛
が
、
親
類
や
世
話
人
の
同
意
を
得
て
、　

歳
１２

に
な
る
娘
の
ま
つ
を
比
田
井
村
（
現
在
の
佐
久
市
）
の
集
合

家
へ
弟
子
入
れ
を
さ
せ
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

〝
当
家
（
筆
者
注：

集
合
家
）
に
娘
を
進
上
�

�

し
ま
す
。〞 

と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
、〝
御
家
法
御
伝
授（
筆
者
注：
巫
女

修
行
）
す
る
過
程
の
中
で
、
娘
を
親
元
に
取
り
戻
し
な
ど
は

決
し
て
い
た
し
ま
せ
ん
。
な
お
、
娘
が
駆
け
落
ち
・
病
死
・

と
ん
死
（
注：

急
死
）
し
て
も
、
そ
ち
ら
の
家
法
に
従
っ
て

取
り
計
ら
っ
て
ほ
し
い
。〞 
と
い
っ
た
内
容
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　

他
に
も
、
同
様
の
内
容
の
記
さ
れ
た
、
現
在
の
静
岡
県
内

の
あ
る
村
か
ら
９
歳
の
娘
の
弟
子
入
証
文
（
天
保　

（
１
８

１０

　　 　▲巫女弟子入り証文
　　　 　（「東部町誌歴史編下」より）

▲くるみをふんだんに使った「くるみおはぎ」


